
2019 年 3 月 8 日 

日本交通心理学会会長 太田 博雄 

日本交通心理士会会長 石田 敏郎 

 

2019 年 ステップアップ講習会開催のご案内 

拝啓 時下ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

日本交通心理学会及び日本交通心理士会では、毎年、主として交通心理士のレベルアップのための

講習会を開催しております。今年度は下記要領で開催いたします。   

この講習会には、非会員の方（日本交通心理学会会員の紹介のある方に限ります）も参加できますので、

この機会にぜひご参加くださいますようご案内申し上げます。各講義内容も添付しております。ぜひご参考

にご覧ください。 

敬具 

記 

●日時・講義科目（※都合により講師等が変更になる場合があります） 

日（曜日） 時間 講師名（所属） 敬称略 講義名 備考 

2019 年 5 月 11 日 

（土曜日） 

10:00-13:00 

島崎 敢（名古屋大) 

データ解析 ・事前課題*1 

・ﾉｰﾄ PC*2 

・ｿﾌﾄｲﾝｽﾄｰﾙ*3 
14:00-17:00 論文の書き方 

2019 年 5 月 12 日 

（日曜日） 

9:00-12:00 神田直弥（東北公益文科大） 調査法  

13:00-16:00 大谷 亮（JARI） 
発達心理学と 

研究倫理実験法 

 

2019 年 5 月 18 日 

（土曜日） 

10:00-13:00 大谷 亮（JARI） 学習・教育心理学  

14:00-17:00 岡村和子（科警研） 運転適性・飲酒と疲労  

2019 年 5 月 19 日 

（日曜日） 

9:00-12:00 堀内 美穂子（江戸川大） ■ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ理論 必須科目 

13:00-17:00 瀬川誠（山城自動車教習所） ★ﾘｽﾆﾝｸﾞ実習 必須科目 

2019 年 7 月 6 日 

（土曜日） 
9:00-12:00 小菅 英恵（ITARDA） 実験法 

日交心学会 

京都大会 

事前課題*4 

2019 年 10 月 26 日 

（土曜日） 

10:00-13:00 矢野 伸裕（科警研） 認知心理学  

14:00-17:00 北折 充隆（金城学院大学） 社会心理学  

2019 年 10 月 27 日 

（日曜日） 

9:00-12:00 堀内 美穂子（江戸川大） ■ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ理論 必須科目 

13:00-17:00 瀬川誠（山城自動車教習所） ★ﾘｽﾆﾝｸﾞ実習 必須科目 

 

 



●ステップアップ講習受講に当たっての注意点 

 

注１：■ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ理論、★ﾘｽﾆﾝｸﾞ実習は両方とも必須科目です。新たに交通心理士補になられた方は

必ず受講してください。春と秋でいずれか 1 回受講してください。春と秋で内容は同じです。 

注２：交通カウンセラー養成講座に参加される方も必ず■、★は受講してください。（ただし、この講座を既

に受講されている方は免除されます）  

注３：5 月 11 日の「データ解析」、「論文の書き方」受講の方へ 

   ＊１事前課題･･･当日(5/11)までに必ず下記サイトの動画で講義を受講して下さい。参加申込者に

はﾊﾟｽﾜｰﾄﾞをお知らせします 

    http://shimazakikan.com/wp/su2018data/ （データ解析；要パスワード） 

    http://shimazakikan.com/wp/su2018ronbun/ （論文の書き方；要パスワード） 

    参加申込前にもガイダンスと冒頭部分の動画を下記 URL から受講できます 

    http://shimazakikan.com/wp/su2018/   

＊２ノート PC･･･下記ソフトを予めインストールしたノート PC を持参。AC アダプタ要持参 

＊３ソフトインストール･･･ 

科目 インストールするソフト 

データ解析 統 計 ソ フ ト 「 R 」 と Microsoft 「 Excel 」 ま た は

「LibreOffice」 

論文の書き方 「Microsoft 「Word」または LibreOffice 

                「R」と「LibreOffice」は無料のソフトです。詳しくは講義の中で解説します 

 

注４：7 月 6 日の「実験法」受講の方へ 

   ＊１事前課題･･･統計法の下記基礎知識を理解しておいてください 

・質的データ、量的データの違い 

・名義尺度、順序尺度、感覚尺度、比例尺度の尺度と数値の関係 

・平均値，中央値，最頻値など中心傾向の測度 

・分散，標準偏差，四分領域などの散布度 

・正規分布など 

＊２当日持参物･･･島崎先生の「データ解析」を受講された方は、テキスト、当日配布物を持参。 

 

●５月講習会開催場所 

東京都トラック総合会館 新宿区四谷 3-1-8 

１1（土）・１2 日（日）４階会議室、１９（土）・２０日（日）４階会議室               

 

●7 月講習会について 

日本交通心理学会第８４回大会（京都市）の際に開催いたします。 

詳細および申込については日本交通心理学会第 84 回大会 HP（http://jatp2019.fem.jp/）をご覧くだ

さい。 

 

●１０月講習会について     

詳細については別途ご案内いたします。場所：東京都トラック総合会館予定 

 

http://shimazakikan.com/wp/su2018data/
http://shimazakikan.com/wp/su2018ronbun/
http://shimazakikan.com/wp/su2018/


 

●５月講習会受講料   日本交通心理学会会員 １０，０００円（１日） 

                非会員            ２０，０００円（１日） 

●5 月講習会申し込み締切日      ４月 26 日（金）  ※定員になり次第締め切らせていただきます。 

     

●取得ポイントについて 

ステップアップ講習会 １日受講で１ポイント。 なお、交通心理士補から交通心理士昇格に必要な条件

等は日交心ホームページでご確認ください。 https://www.jatp-web.jp/?page_id=127 

 

●申込み方法・問い合わせ先 

参加申込書はできるだけメール添付のかたちで下記までお願いいたします。（ＦＡＸ・郵送でも構いませ

んが、メールで送ってくださった場合は受取確認メールをいたします。） 

受講者には折り返し受講票、受講料の払込票をお送りいたします。 

本講習会の問い合わせは事務局へ。各会場には問い合わせはしないようお願いいたします。 

 

【日本交通心理学会事務局】 

〒160-0004   東京都新宿区四谷４－３２－８ YKB サニービル ５Ｆ 

TEL 03-3353-0737  FAX 03-3351-5120    e-mail staff@jatp-web.jp                  
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201９年 ステップアップ講習会講義内容一覧 

１．データ解析 

（島崎先生） 

実験や調査などで取得したデータを分析するための理論とスキルを学びます。この講習は「反転授

業」＊１で行います。事前学習では統計学の基礎的な内容やソフトのインストール方法についてオン

デマンドで学習*２します。当日は教室で実際にデータを分析する演習を行います。 

２．論文の書き方 

（島崎先生） 

研究成果を発表するための論文の書き方を学びます。この講習は「反転授業」＊１で行います。事前

学習で論文の基本構成や作法についてオンデマンドで学習＊２します。当日は教室で実際にテー

マに沿った文章の作成やピアレビュー＊3による添削演習を行います。学会でのプレゼンテーション

に関する内容も含みます。 

３．カウンセリング理論 

（堀内先生） 

カウンセリングと心理療法の歴史的発展と違いを踏まえ、交通心理士に求められるガイダンス性や

課題解決型思考の促進に着目したカウンセリングのあり方を考えます。その上で、認知行動療法的

視点やマイクロ技法を中心に、対象者の思考パターンの把握から新たな行動獲得する迄のプロセ

スについて検討してみましょう。 

４．リスニング実習 

（瀬川先生） 

交通カウンセリングの基本的技術である「傾聴の技法」をどのような考え方に基づいて実施している

かを体験してもらいます。通常の会話における聞くことと、カウンセリングにおいて積極的に聴くこと

の違いとは何なのか。どのような態度で聴くのか、など来談者（受診者）との係わり方を学びます。 

５．発達心理学と 

研究倫理 

（大谷亮先生） 

安全教育などの取組みを行う際には、受講者の発達段階に考慮する必要があります。本講習で

は、誕生から高齢に至るまでの発達の考え方、研究方法、内容について概説します。また、実験な

どを実施する際に必ず考えなければならない研究倫理について解説します。 

６．運転適性・飲酒と

疲労 

（岡村先生） 

交通心理学は、運転適性の研究とともに始まったとも言えます。時代の変遷とともに、様々に異なる

側面の運転適性が重要な課題となっています。安全に運転する能力や運転パフォーマンスに影響

を与えるアルコール、薬物、医薬品、疲労などについて幅広く学びます。 

７．調査法 

（神田先生） 

態度や性格のような目に見えない構成概念を測定するための質問紙調査の設計を中心に、調査

法の基本的な考え方や方法について学びます。 

８．実験法 

（小菅先生） 

心理学実験とは，研究者が人為的に作った環境で人間行動を観察し，データに基づいて因果関

係を推論するための手続きです。本講習では，仮説の立て方，独立変数の操作・被験者特性の統

制の仕方，実験計画の立て方を中心に，小グループの演習によって手続きを習得します。また単

一事例実験，準実験も含め，心理学実験の基礎知識の学習を目的とします。  

９．学習・教育心理学 

（大谷亮先生） 

事前講習では学習・教育心理学の基礎について解説しました。本講習では、事前講習の復習と、

交通安全教育の実践例を心理学的観点から概説します。また、講習内容をもとに、参加者皆さん

自身に教育プログラムを作成いただこうと考えています。 

１０．認知心理学 

（矢野先生） 

運転行動は、「認知・判断・操作」の繰り返しで成り立っていると言われますが、認知心理学はこのう

ちの認知と判断、すなわち運転行動の根幹部分に関わる重要な心理学分野です。本科目では、

認知心理学の基礎的な知見や概念を用いて運転行動におけるさまざまな現象を理解していきま

す。 

１１．社会心理学 

（北折先生） 

人を取りまく環境の社会的要因に注目して、行動や考え方を解明するのが社会心理学です。講義

では、いくつかの代表的な社会心理学の理論を紹介します。また、対人関係の構築上必要なスキ

ルやコミュニケーション技術を解説し、人間行動の理解を深めます。 

＊１ 反転学習･･･事前にインターネットで講義を聞き当日は教室で主に実習を行うスタイルの授業 

＊２ オンデマンドで学習･･･インターネット上の動画を再生して受講 

＊３ ピアレビュー･･･受講者同士で原稿を交換してお互いに添削をすること 

以上 


